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横浜市工業技術支援センターでは、デザイン面から中小企業を支援する新しい取組の一つとして、「デ

ザイン産学」を平成21年度から開始しました。その取組経過をここに報告します。 

 

１ デザイン産学の目的 

デザイン産学連携プログラムは、自社の技術・製品・商品等の新たな展開を考えている中小企業が

商品企画テーマを提示し、それに対して、教育機関の学生が自らの感性や発想等の強みを活かした商

品企画の提案に取り組むもので、市内中小企業の商品開発への支援を目的としています。 

 

２ スケジュール （当初の予定）  

(1) 募集（募集期間 平成21年 11月 24日から平成22年１月29日まで） 

市内中小企業からデザイン産学連携プログラムで取り組むテーマを募集 

(2) ヒアリング（平成22年２月中旬を予定） 

教育機関を中心に、中小企業から提出されたテーマについてヒアリングを実施 

(3) テーマの選考（平成22年３月初旬を予定） 

教育機関がヒアリングをもとに取り組むテーマを選考。選考の結果は横浜市より通知 

(4) ミーティング（平成22年３月下旬を予定） 

教育機関と中小企業との間で実施方法等、詳細についての打合せ 

(5) オリエンテーション（平成22年５月上旬を予定） 

中小企業から、教育機関の学生に対してテーマの目的や注意点などを説明 

(6) チェック（平成22年５月末、６月中旬を予定） 

学生の提案がテーマの目的等から外れていないか、中小企業がチェック 

(7) プレゼンテーション（平成22年７月末を予定） 

完成した提案作品を学生が中小企業にプレゼンテーションし、その中から優秀なものを中小企業

が選定し、表彰 

 

２ 実施概要 

(1) 実施内容 

中小企業の持つ技術・製品・商品等を基に提案した「連携テーマ」について、学生が商品アイデ

アを提案することを基本としました。 

(2) 実施期間    平成21年 10月～平成22年 12月 

(3) テーマ採択数 

企業へのヒアリングにより、本プログラムに適している連携テーマを提示した１社を選考 

(4) 対象教育機関  相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科 

(5) 対象企業    ㈱ケイス（自社オリジナルブランド（濱文様・ケイス）生活雑貨の企画・販売） 

(6) 実施経過 

ア 教育機関の決定：相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科 

イ 企業の募集（募集期間：H21.11.24～H22.1.29）：２社が応募 

ウ ヒアリング（H22.2.22相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科にて実施） 

教育機関が中心になって企業から連携テーマについてヒアリングを実施 

エ テーマ選考（平成22年 3月本市より通知送付） 
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本プログラムに適しているテーマを提示した１社を教育機関が選考し、横浜市より結果を通  

       知 

オ ミーティング（H22.3.23 相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科にて実施） 

教育機関と企業との間で実施方法等の詳細について打合せを実施 

カ オリエンテーション（H22.5.12実施） 

教育機関の学生に対し、企業からテーマの目的や注意点などについて説明 

キ チェック１（H22.6.12実施）：学生の個々の提案に対して企業等のデザイナーがアドバイス 

ク チェック２（H22.7.12実施）：ペーパープロトタイプの制作をチェック 

ケ プレゼンテーション（H22.8.2実施） 

学生20人が、自らの提案作品を企業に対しプレゼンテーションを実施 

コ 優秀作品の選考、表彰（H22.9. 実施）記者発表 

提案作品の中から優秀なデザイン柄を企業が選定し表彰 

サ 製品作成・販売開始 

優秀作品は、㈱ケイスが「てぬぐい柄」として採用し、インターネットで販売開始 

シ 展示会・イベントの実施 

テクニカルショウヨコハマ2011において、工業技術支援センターブースで取り組みを紹介し、

商品化されたてぬぐいを展示 

 

【平成21年度の取組】 

３ 教育機関の選定 

(1) 選定作業 

いくつかのデザイン系大学等を対象教育機関候補として調整を図った結果、学長や担当教授の理

解が得られた相模女子大学短期大学を選定しました。 

(2) 相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科に決定 

生活デザイン学科は実践的デザイン教育として、地域や企業などとの連携プロジェクトによるデ

ザイン教育を行っていることから、女子短期大学生ならではの感性や発想を活かした商品アイデア

の提案を中心に進めることとしました。  

(3) 相模女子大学短期大学部 生活デザイン学科の要望 

次のような考えを持った企業と連携したいと要望がありました。 

ア 女子短期大学生ならではの視点や感性を活かした商品開発を考えている。 

イ 若い世代の発想から新たな着想を得たい。  

ウ 視点の多様性や、発想の柔軟性など、女子短期大学の学生がどんなおもしろいモノを考えるか

を聞いてみたい。 

 

４ 参加企業の選定 

(1) 参加企業募集 （H21.11.24記者発表、ホームページに掲載等） 

市内に主たる事業所を有する中小企業等で次の全項目に協力できる企業を募集 

ア 教育機関において会社概要やテーマ、趣旨等を説明する。  

イ 提案の中間チェック、成果発表で評価、助言を行う。  

ウ 教育機関からの問い合わせに対応する。  
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エ 提案等の商品化を希望する場合は、商標デザイン登録、著作権、使用権について、教育機関や

学生等との協議により解決する。  

オ 経費の負担や材料等の提供に協力する。 

カ 成果発表で優秀なものを選定し、表彰する。 

募集：平成21年 11月 24日（火）から平成22年 1月 29日（金）まで 

【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 企業の選定作業 

ア 応募企業２社   

Ａ社：【連携テーマ】情報のカラーユニバーサル化 

Ｂ社：【連携テーマ】現在展開している商品アイテム以外の開発アイディア 

イ ヒアリング  

相模女子大学短期大学生活デザイン学科にて実施（平成22年 2月 22日実施） 

ウ テーマ選考  

本プログラムで取り組むテーマを１つ選考し、結果を通知（平成22年 3月初旬） 

Ａ社は連携目的が不明確、学生が興味を示さないという理由から落選。 

Ｂ社（株式会社ケイス）に決定。 

 

(3) ミーティングの実施 

ア 選考された企業と大学との間で実施方法等について打合せ実施（平成22年 3月 23日） 

イ オリエンテーションの内容の事前打ち合わせ 

・開催日程は土曜日を予定（H22年 5月上旬頃実施予定） 

・内容は  

◎産学連携の説明 ◎学長あいさつ ◎ＤＶＤ鑑賞  

◎企業からの説明（濱文様について・今回の連携で求めるもの・制約条件（型色等）他）  
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◎質疑応答 

ウ 今後についての意見 

・オリエンテーション後、２回程度学生の提案に対する講評を企業にして欲しい。（大学） 

・日程は制作状況をみながら決定するが５月末、６月中旬を目安としたい。（企業） 

・プレゼン日程決定後、記者発表を希望 （市と大学で同時発表を検討）（本市） 

エ その他 

展示会等での展示、図案から生地に起こすまでの期間（３～４週間程度）、株式会社ケイスの

３店舗（東京 銀座 仙台）での展示について意見がありました。また、百貨店関連として相模

大野の百貨店が今年２０周年であり、相模女子大学とのコラボとしてファッションショーを企画

中（９月頃）であるため、この産学連携の成果を発表できないかと考えているとの意見がありま

した。  
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【H22年度の取組】  ＜工業技術支援センターホームページより＞ 

５ 産学官連携プログラムの実施 

(1) オリエンテーションの回  ５月17日 

株式会社ケイスの加藤社長によるオリエンテーションを相模女子大学にて実施しました。 

ア 内容 

松島直文先生（相模女子大学生活デザイン学科）から産学連携プログラムの目的・狙いについ

ての説明の後、谷崎昭男大学学長より挨拶がありました。 

続いて、加藤㈱ケイス社長より

濱文様の歴史、ビジネスモデル、

濱文様における商品企画コンセプ

ト等の説明の碁に、現在生産販売

している「てぬぐい本」（2007年

度グッドデザイン賞）や 「いろは

はんかち」（2008年度グッドデザ

イン賞）などの特長的な商品の紹

介がありました。 

イ 今回のテーマ 

今回株式会社ケイスから学生たちに与えられたテーマは 

『濱文様ブランドのオリジナルてぬぐい柄を店頭に』 

提案された柄のうち採用となった柄に関しては実際に商品化し、株式会社ケイスの自社ショッ

プでのテスト販売を予定 

ウ 制約条件 

てぬぐい柄提案にあたっての制約条件は次の２つ 

・使える色数は最大３色（生地の白は別）  

・アイテムは小幅のてぬぐい（３４ｃｍ×９０ｃｍ） 

エ 今後について 

８月頃プレゼンテーションを行い、採用する柄を決定する予定 

 

㈱ケイスの商品 2007 年 「てぬぐい本」が 2007 年度グッドデザイン賞と同時に、中小企業長官特別賞受賞。 

 手拭いを折り畳んで本にしたてぬぐい本。  
手拭いの風情を大切にするために両端は従前

どおりに縫わずにおいています。とじひもを

ほどくと一枚の手拭いに。  
広げれば手拭い、畳めば本。てぬぐい

の楽しさが、また広がります。 

2011 年夏の新作、うらしまたろう。 む
かしばなしをてぬぐい本でお楽しみく

ださい。 

 
2008 年 「てぬぐいの いろははんかち」が 2008 年グッドデザイン賞受賞。 

「いろははんかち」は、「おめでとう」「ありがとう」などのメッセ

ージや、「はなこ」「たろう」といった名前など、文字を組み合わせる

ことが出来ます。贈り物にも最適です。 
 

説明をする加藤社長      説明を聞く学生たち 
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(2) チェックの回（その１）  ６月12日（月）  

ア 「中間チェックの様子」 

（アドバイスを熱心に聞いてメモを取ったり、とても真剣でした。） 

株式会社ケイスの３人と工業技術支援センターのデザイ   

ナーの４人が２手に別れ、アドバイザーとして学生一人ひと   

りのテーブルをまわり、 学生の提案した「てぬぐい柄」に   

ついてアドバイスを行いました。  

学生はアドバイザーにアイデアの意図や狙いなどの説明

し、 アドバイザーは実際に商品化するうえで必要なアドバ

イスを行いました。 

イ 講 評 

全員のテーブルをまわった後にアドバイザーから講評がありました。 

 まだ、色鉛筆を使ったラフなもので自分でもまとめきれ

ていないと思います。そんな中でたくさんのアイデアを

出してもらえたなと思っています。  

 面白さがあったり、他人とのコミュニケーションの架け 

橋になったり、そういったものが売れたりする。今日み  

なさんのアイデアを見てその辺りはよく理解されてい  

ると思いました。 楽しいモノ、面白いモノを世に出し 

たいという強い信念があれば技術は後からついてくるので、 自由に発想して欲しいです。  

 それぞれの個性が出ていると感じました。今までは自由に考えていたと思いますが、これか 

らは商品化を考える段階になるかと思います。 その時は、アイデアが商品になったところを 

具体的にイメージしながら進めるとやりやすいと思います。  

柄のサイズやスペースなどは原寸（94cm×30cm）を意識して欲しい。また、売り場では畳ま 

れて陳列される。 中央部分に柄を配置しないとせっかくの柄が隠れてしまうので注意が必要 

です。 

(2) チェックの回（その２）   ７月12日（月） 

今回はパソコンを使ったパターン制作と900mm×340mm（てぬぐい原寸）のペーパープロトタイプ

の制作をチェックしました。 
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(3) プレゼンテーションの回     ８月２日(月) 

株式会社ケイスと相模女子大学とのデザイン産学連携プログラムの「最終プレゼンテーション」

を実施しました。 

第１回のオリエンテーションの回(平成22年５月に実施)以降、株式会社ケイスが中心となって

各てぬぐい柄の提案に対する技術面でのアドバイスなどを行ってきました。 

今回のデザイン産学連携プログラムには20人の学生さんが参加し、最終的な提案数は89点に 

も及びました。どの学生さんも、時間のない中しっかりとしたてぬぐい柄の提案ができていて、素

晴らしいプレゼンテーションの時間となりました。  

優秀な提案については、商品化に向けて動き出す予定です。  

 

 

 

 

 

 

 

▲プレゼンテーションの様子（１）           ▲プレゼンテーションの様子（２） 

 

 

 

 

 

 

▲プレゼンテーションの様子（３） 
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提案された てぬぐい柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  優秀作品発表会（商品化の回） 

学生の提案が「てぬぐい」になりました！ 

平成22年 9月 18日(土)、株式会社ケイスと相模女子大学による産学連携の取り組みとして、「濱

文様のてぬぐい柄デザイン」の表彰式が相模女子大学で行われました。  

今回のテーマは「濱文様ブランドのオリジナルてぬぐい柄を店頭に」というもので、 株式会社ケイ

ス社内での厳正な審査の結果、全89作品の中から、金賞、銀賞、銅賞がそれぞれ１点選ばれました。 

 

【参考】記者発表資料 
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＜相模女子大 ホームページより＞ 

生活デザイン学科：濱文様デザインプロジェクトの表彰式を行いました。 

生活デザイン学科では、「濱文様デザインプロジェクト」の表彰式を 9 月 18 日（土）に行いました。 

8 月 2 日（月）にプレゼンテーションした「濱

文様ブランド・手ぬぐいデザイン」の作品に対し

て、株式会社ケイスの加藤社長とスタッフの方々

により商品化に向けた作品の選考をしていただ

き、このたび表彰式を行いました。 

表彰式は、横浜市「企業経営支援部ものづくり

支援課」の藤井課長、鈴木係長、榎本アートディ

レクター、岩本氏、株式会社ケイスの加藤社長、

谷崎学長にご出席いただき、加藤社長より商品化

される作品と各賞の表彰とともにその選定経緯、

受賞理由、評価した点等を講評していただきまし

た。 

商品化が決定した作品は、金賞を受賞した板垣

祐美さんの「夏 扇すいか（水色）」、銀賞の沼田

友美さんの「顔」、銅賞の木村恵理子さんの「と

なりのカニぎり」です。 

また、各学生の作品にファンタジー特別賞、クリエイティブ特別賞、プリティー特別賞、アイデア特

別賞、ユーモア特別賞などをいただきました。 

このたびの産学官連携「濱文様デザインプロジェクト」を通して、オリジナリティーの大切さとそれ

を表現し人に説明する難しさを知り、デザインは多くの人に評価されてはじめて成立することを学ぶこ

とができました。                           ［生活デザイン学科］ 

表彰式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子             学長の挨拶            金賞授与 

 

 

 

 

 

 

     銀賞                         銅賞 
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(5)  優秀作品の製品化                  ＜相模女子大ホームページより＞ 

学生の提案が「てぬぐい」になりました！ 

平成 22 年 9 月 18 日(土)、株式会社ケイスと 相模女子大学による産学連携の取り組みとして、

「濱文様のてぬぐい柄デザイン」の表彰式が相模女子大学にて行われました。  

今回のテーマは「濱文様ブランドのオリジナルてぬぐい柄を店頭に」というもので、株式会社 

ケイス社内での厳正な審査の結果、全８９作品の中から、金賞、銀賞、銅賞がそれぞれ１点選ば

れました。  

今回は金賞、銀賞、銅賞の作品が「てぬぐい」になりましたのでご紹介します。  

※ 商品化された「てぬぐい」は テクニカルショウヨコハマ 2011 （平成２３年２月２日～４日）の横浜市ブースで展示予定です。  

 

商品化作品その１ 

【作品概要】     金 賞    夏 扇すいか（水色） 

コンセプトはタイトルの通り、夏です。 夏の風物詩といえば、扇風

機とすいかだとおもったので、それを濱文様のデザインにしました。 

２パターン考えました。形や大きさは変えず、色で雰囲気をかえてみ

ました。 こちらは背景も夏らしく、暑苦しさを吹き飛ばすような水色

にしてみました。あえて、黄色の扇風機は無く、白一色にしました。  

【受賞理由】 

夏の涼しげなモチーフを可愛らしく描いた、多くの人に受け入れられやすいデザインです。 全体の

構成や空間のバランスのとり方もよく出来ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

商品化作品その２ 

【作品概要】         銀 賞     顔 

横浜らしさがテーマということなので、横浜の人工が日本一という

ことからたくさんの人の顔を並べました。 デザイン上のポイントは、

すべての顔が違う顔になっているというところです。 曲線と直線を組

み合わせて顔を作ることで現代のデジタル化らしさをだし、すべて違

う顔にすることで楽しさを出しました。 手に取った人が、似てる・似

てないやこれが好き・嫌いなど個々の楽しみを感じていただければい

いなと思っています。 色は、絵が細かいため、シンプルにしました。  

【受賞理由】 

線描きのみで全ての顔が違う表情に表現されていて、完成度の高い作品に仕上がっています。 
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商品化作品その３ 

【作品概要】       銅 賞     となりのカニぎり 

和風と言えば手書き””おにぎりとカニ”をテーマに制作しました。 

手書きならではの、ふんわりとした柔らかい曲線が特徴です。 カニ

が、ところどころ、おにぎりや栗、キノコをキャッチしているところ

が見ていて温かみがあると思います。 私は季節の中で秋が好きなの

で秋ヴァージョンとして作りましたが、秋でなくても使えるものにし

ました。カラフルにせず、模様を白色で統一したところがポイントで

す。 カニが何匹いるか数えてみるのも楽しいのではないでしょうか。  

【受賞理由】 

独創性に富んだ、楽しいデザインに仕上がっています。カニの表情も可愛らしく、親しみやすく描

かれています。  
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( 6 )  ㈱ケイスによる商品の販売      ＜㈱ケイス ホームページより＞ 

濱文様・相模女子大学・横浜市による産学官の連携でオリジナルてぬぐい登場！ 

この度、株式会社ケイス（濱文様）と相模女子大学、そして横浜市経済観光局の、産学官の連

携によるデザインプロジェクトが実施されました。 

今回は相模女子大学デザイン生活学科の生徒さん達に、「てぬぐい」柄をデザインして頂きま

した。 

これといった制約は設けず、自由な発想でオリジナルの柄を提案してもらっています。 

そして、その中から「金賞」「銀賞」「銅賞」3 柄を選び、横浜の伝統型染めである「捺染」で

染め上げ、実際に店頭およびネットショップで販売する事になりました。 

学生さん達の伸び伸びとした作品を是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、素敵な作品ありがとうございました！       こちらからお買上頂けます。 

 

＜プロジェクト始動のオリエンテーション＞         ＜プレゼンテーションの模様＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは今回のプロジェクトの概要の説明から、          柄の選考も行います。 

濱文様についての説明までを行っています。 

 

 

右の写真は表彰式の模様、金賞を受賞された板垣さんで

す。 

銅賞、銀賞以外にもクリエイティブ特別賞なども設けら

れました。 
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プロジェクトの実施にあたって 

今回のデザインプロジェクトでは、柄の作成から「てぬぐい」として商品化するまでを行いました。 

現場で経験を積んだデザイナーとのセッション、ブラッシュアップを行い、実際手に取れる「てぬぐ

い」というアイテムに商品化されるまでの経験を、若い才能ある方達に提供できる事は、企業としての

社会貢献につながる取り組みの一つともなりました。 

今回ご協力頂きました、関係者様にはこの場を借りてお礼を申し上げます。 

2011 年 1 月 20 日 株式会社ケイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ テクニカルショウヨコハマ２０１１ 

2011.2.2～.4 パシフィコ横浜展示ホール（Ｃ，Ｄ）にて開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銅賞         金賞        銀賞 
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【作品集】 

Ａさん                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさん 
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Ｄさん                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆさん 
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Ｇさん 
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Ｉさんの１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 19

Ｉさんの２ 
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Ｌさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎさんの１ 
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Ｎさんの２ 
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Ｐさんの１ 
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Ｐさんの２ 
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Ｓさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔさん 
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（平成 23 年度 8 月作成） 

 


